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日本人と桜 同時代日本漢詩と和歌の比較（高校授業実践報告） 

 

米沢中央高等学校 大原健太 

 

１ はじめに 

 本校は山形県米沢市にある普通科の私立高校である。１年生の古典の授業のまとめとし

て、生徒たち自身で主体的に詩歌を読み合わせたいと考えて授業づくりを考えた。なお、授

業実践は 2020 年の２月頃である。全国一斉休校直前の頃であり、当然ながら授業の画像な

どでは、マスクを着用していない生徒も写っている。 

 古典の授業は知識を教授する時間になりがちだと感じていた。１年生であるため、その時

間が多くなってしまうことはしかたないにしても、基礎的な部分を学習し終えた時期に、伝

統的な言語文化を他者との交流の中で学ばせる場をつくりたいと考えた。教材としては平

安時代の日本漢詩の中でも、桜を扱ったものを使用した。このように考えたのは古典の授業

をしている中で、古文は日本のものだが、漢文は中国のものと考えてしまう生徒が多いと感

じていたことによる。和と漢の二つの伝統的な言語文化の柱を意識させるために、なるべく

近い時代の日本人が作った漢詩と和歌の比較を通して、詠じる心や情景などを想像させた

いと単元の構成を考えた。 

 

【学校・学習者】の状況 

 本校は普通科だが、総合ビジネスコース、進学コース、特別進学コースの３コースからな

る。生徒数は 700 名ほどであり、学年によって人数差があるが現在は１コース 2 クラス編

成である。主に運動部の生徒が多く、地元の生徒も含め県外からスクールバスを利用して登

校してくる。 

今回の授業実践は特別進学コースの１年生 35 名を対象に行った。（男子20名女子 15 名）

特別進学コースは主に地元の国公立大学や、関東私立大学を希望する生徒が在籍している

が、コース内での学力差があるために、難易度や教材選定に悩むときがしばしばある。 

 

２ 単元計画 

授業は以下の通り実施した。（5 時間目後休校となり、6 時間目はオンラインで実施した） 

  １時間目 漢詩読解の復習 漢和辞典の復習 現代の桜の歌謡曲について考える 

   ２時間目 漢詩の読解の復習② 自分が好きな桜の歌謡曲を発表する 

   ３時間目 漢詩の読解  グループ活動 

   ４時間目 漢詩の読解② グループ活動（漢詩の比較）※校内研究授業 

   ５時間目 和歌の読解 漢詩との比較（和歌を選んでシナリオストーリーを作る） 
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   ６時間目 シナリオストーリーの読み合わせ・発表（オンライン授業）  

使用した教材 

  『新探求国語総合古典編』（桐原書店） 

  『精選漢文』（尚文出版） 

『日本古典文学大系 古今和歌集』（岩波書店） 

『日本漢詩集』（小学館） 

『本朝無題詩全注釈』（新典社） 

  

 

授業で使用した漢詩とワークシート 

① １・２時間目 春夕移坐遊花下応製（菅原道真） 資料１ 

 

現代の桜の歌謡曲などを選

び意見交換を行った。 

また、自分たちが読解をして

いく上で、字義や韻字を調べら

れるように漢和辞典の復習か

ら行った。2 時間目から詩の形

式の確認や現代語訳を行った。 

 

 

 

 

② ３時間目 惜桜花（嶋田忠臣）資料２ 

 

 ３時間目では４人グループ

で一人二句の現代語訳を作

り、最後につなげることで作

品を読解し、題名を予想させ

た。 
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に
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③ ４時間目 長楽寺花下即事（大江佐国）資料３ 

                          

 前時と同様に詩の現代語

訳に取り組ませた後、詩人

の思いについて話し合い発

表した。（校内研究授業） 

 

 

 

 

 

授業の様子 資料４（２時間目）        資料５（４時間目） 

 

 

④ ５・６時間目        資料６ 

 

 和歌を一つ選び、同じ和歌を選

んだ者同士でグループを作り読

解した。その後、元のグループに

もどってすべての和歌の読解を

した後で、漢詩との比較を行っ

た。 
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                資料７ 

その後、和歌を一つ選んで、和

歌を用いたシナリオストーリー

作成をした。(作成は宿題) 

 実際の作品発表は休校期間に

なり、4 月にオンラインで行った。 

   

資料８（発表会の様子） 

 

 

 

 

 

 

３ 単元の評価 

単元の評価規準 

関心・意欲・態度 読む能力 知識・理解 

結びついている言葉や表現、事柄

から古人のもの見方、感じ方につ

いて、現代人とのつながりや相違

を、比較しようとしている。 

詩歌の語句や表現、事柄から古人

のものの見方、感じ方について、

現代人とのつながりや相違を、比

較している。 

漢詩の訓読や和歌の修辞技法を

桜に関する古人と現代人のもの

の見方、感じ方のつながりや相違

点から、自国の伝統と文化につい

て理解を深めている。 

この規準を基にして、授業内での行動観察および、ワークシート内容から評価した。また、

定期試験で漢詩、和歌の読解問題を出題した。 

 

４ 成果と課題 

 桜という題材は、生徒も受け入れやすいテーマであったと考えている。詩歌の読解は難解

な部分もあるが、グループ活動を通して、古典に親しみながら興味や関心を深めることはで

きたと感じている。作り手の思いについて論じあう姿も見られ、生徒同士で漢和辞典を片手

に読解しようとする姿は非常に前向きで、楽しんで学んでいたようある。 

 一方で、古典作品の歴史や解釈等について補う部分をどのように設けるべきか悩む部分

もあった。学習者にまかせる部分と授業者がリードしていくべき部分をどのように設定し

ていくべきか学習者の様子をよくみて判断しなければならない。また、急遽オンライン授業

に切り替えたため準備が整わないまま実施したため、展開を工夫すべきであった。 
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本
文
（
和
歌
の
挿
入
は
改
行
し
て
い
れ
る
こ
と
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